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現
場
の
声
を
地
域
経
済
対
策
に
活
か
す

　

大
小
一
八
〇
余
り
の
隠
岐
諸
島
に
は
四
つ
の
有
人
島
が
あ
る
。
そ

の
中
で
島ど
う

後ご

に
次
い
で
二
番
目
、
島ど
う
ぜ
ん前
三
島
で
最
大
の
島
が
西
ノ
島

で
あ
る
。
西
ノ
島
町
は
、
面
積
約
五
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲

約
一
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
二
八
〇
〇
人
で
、
漁
業
・
畜
産

業
・
観
光
業
を
主
な
産
業
と
し
て
い
る
。
日
本
で
初
め
て
イ
ワ
ガ
キ

養
殖
に
成
功
し
た
発
祥
地
で
あ
り
、
全
国
五
市
町
（
北
海
道
鹿し

か

部べ

町
・

福
井
県
小
浜
市
・
島
根
県
邑お
お
な
ん南

町
お
よ
び
西
ノ
島
町
・
宮
崎
県
都つ

の農
町
）
で
組

織
す
る
「
に
っ
ぽ
ん
Ａ
級
（
永
久
）
グ
ル
メ
の
ま
ち
連
合
」
と
し
て

他
地
域
と
共
同
で
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
そ
の
恵
み
で
あ
る
食
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
一
月
六
日
、
厚
生
労
働
省
か
ら
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
に
関
す
る
発
表
が
あ
っ
た
。
同
月
二
八
日
に
日
本

人
の
初
感
染
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
報
道
が
増
え
、

マ
ス
ク
な
ど
の
入
手
が
困
難
に
な
り
始
め
た
。
高
齢
者
が
多
く
医
療

体
制
が
脆
弱
な
離
島
の
自
治
体
で
あ
る
本
町
で
は
、
目
に
見
え
な
い

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不
安
も
大
き
く
、
連
日
の
報
道
を
注
視
し
て
い

た
。
こ
の
時
期
の
観
光
業
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
海
の
荒
れ
る
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
た
め
、
急
な
打
撃
は
な
か
っ
た
が
、
収
束
が
見

え
な
い
中
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
ど
う
い
う
準
備
が
必
要
か
、

観
光
関
係
者
で
集
ま
り
協
議
を
重
ね
た
。

　

い
よ
い
よ
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
ろ
う
か
と
い
う
頃
、
島
内
の
感
染

防
止
を
目
的
に
、
住
民
に
は
不
要
不
急
の
往
来
自
粛
要
請
、
観
光
客

に
は
来
島
自
粛
の
お
願
い
が
町
か
ら
発
信
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
島

内
の
中
小
事
業
者
な
ど
の
経
営
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
筆
者
の
所
属
す
る
観
光
定
住
課
は
、
商
工
部
門
も
担
っ
て

お
り
、
島
内
の
約
七
〇
店
舗
の
経
営
状
況
な
ど
の
情
報
を
得
る
た
め
、

境港
七類

隠岐諸島

中ノ島西ノ島

知夫里島

島後
20km

西 ノ 島 町

西
ノ
島
町
観
光
定
住
課
長　

福
間 

章
仁

住
民
へ
の
商
品
券
配
布
、弁
当
購
入
デ
ー
の
設
定

地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
「
支
え
愛
」

住民・事業者支援
島
根
県
西
ノ
島
町
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課
員
総
出
で
手
分
け
を
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
。
支
援
施
策

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
に
も
、
ま
ず
は
現
状
把
握
が
必
要
で
あ
り
、

事
業
者
が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
な
ど
を
直
接
伺
う
こ
と
で
、
現

場
の
声
を
集
め
た
。
実
際
に
は
、
私
た
ち
が
想
定
し
て
い
た
内
容
以

外
の
話
も
聞
い
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
方
が
多
数
お
り
、
こ
の
調

査
に
予
想
以
上
の
時
間
を
要
し
た
。
し
か
し
後
日
、「
困
っ
た
と
き

に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
の
で
、
何
よ
り
ホ
ッ
と
し
た
」
な
ど
、
う
れ

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
教
訓
は
、
今
後
も
忘
れ
ず
に
活
か

し
て
い
き
た
い
。

　

観
光
定
住
課
で
は
、
集
め
た
要
望
な
ど
を
一
覧
表
に
ま
と
め
、
い

ま
何
が
必
要
で
ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
の
か
を
協
議
し
、
た
た
き

台
と
な
る
案
を
作
成
し
た
。
庁
内
の
協
議
で
は
、
支
援
に
ス
ピ
ー
ド

感
が
重
要
だ
と
考
え
、
協
議
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
い
ち
早
く
支

援
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
最
終
的
に
同
課
で
は
、
四
つ
の
コ
ロ
ナ

に
関
す
る
支
援
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
二

つ
の
町
独
自
の
地
域
経
済
対
策
支
援
事
業
を
紹
介
す
る
。

観
光
業
の
経
営
支
援
と
地
域
商
品
券
の
配
布

　

一
つ
目
は
「
宿
泊
施
設
等
継
続
支
援
給
付
金
」
の
給
付
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
来
島
自
粛
要
請
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
観
光
業
や
飲
食
業

の
経
営
支
援
策
と
し
て
、
飲
食
店
に
対
し
て
は
一
律
一
〇
万
円
を
給

付
し
た
。
町
内
宿
泊
施
設
・
運
輸
業
（
観
光
・
遊
漁
船
、
観
光
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
レ
ン
タ
カ
ー
）
な
ど
に
対
し
て
は
、
事
業
規
模
が
大
き
く
異

な
る
の
で
一
律
支
給
で
は
な
い
ほ
う
が
良
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
何

を
根
拠
に
算
定
す
れ
ば
良
い
の
か
試
行
錯
誤
し
た
。
結
果
的
に
上
限

を
一
〇
〇
万
円
と
し
て
、
定
員
（
最
大
宿
泊
者
数
や
乗
員
）
×
一
万
円
を

給
付
し
た
。

　

二
つ
目
の
「
わ
が
と
こ
応
援
商
品
券
・
食
事
券
発
行
事
業
」
は
、

島
内
の
店
舗
な
ど
で
使
用
で
き
る
商
品
券
・
食
事
券
を
、
全
住
民
（
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
員
）
を
対
象
に
、
一
人
あ
た
り
一
万
一
〇
〇
〇

円
分
配
布
す
る
も
の
で
あ
る
。
五
〇
〇
〇
円
分
の
食
事
券
を
赤
色
、

六
〇
〇
〇
円
分
の
商
品
券
を
青
色
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
あ
た
り

の
額
面
を
五
〇
〇
円
と
し
た
。
食
事
券
を
赤
色
に
し
た
の
は
、
赤
は

食
欲
が
わ
く
色
で
あ
る
こ
と
、
商
品
券
と
色
分
け
す
る
こ
と
で
利
用

者
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
い
っ
た
理
由
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

五
〇
〇
円
券
と
し
た
の
は
、
お
釣
り
が
出
な
い
ル
ー
ル
で
あ
る
た
め
、

例
え
ば
八
〇
〇
円
の
食
事
を
す
る
と
現
金
三
〇
〇
円
の
追
加
が
必
要

と
な
り
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
効
果
に
な
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。
普
段
外
食
を
し
な
い
人
で
も
、
こ
の
券
を
き
っ
か
け
に

飲
食
店
を
利
用
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
期
待
も
あ
っ
た
。

　

結
果
的
に
各
店
舗
の
売
上
が
増
え

た
こ
と
に
加
え
、
応
援
チ
ケ
ッ
ト
利

用
者
は
買
い
物
や
飲
食
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
全
住
民
参
加
型
で
の
地

域
経
済
の
循
環
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
こ
そ
「
地
域
み
ん
な
で
支4

え
愛
4

4

」
で
あ
る
。

特集　島から考える日本・Ⅱ

わがとこ応援商品券・食事券。
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施
策
紹
介
を
き
っ
か
け
に
島
も
Ｐ
Ｒ

「
わ
が
と
こ
応
援
商
品
券
・
食
事
券
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
と
は
異
な
り
、
利
用
希
望
者
が
申
請
す
る
こ
と
な
く
全
住

民
に
配
布
さ
れ
る
「
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
全
国

で
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
功
を
奏
し
、
新
聞
に
取
り
上
げ

ら
れ
、
生
放
送
の
テ
レ
ビ
番
組
に
筆
者
が
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
他
の
自
治
体
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
来
る
よ
う
に
な
り
、「
西
ノ
島
ス
タ
イ
ル
」
の
支
援
策
が
他

市
町
村
に
ま
で
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
紹
介
を
き
っ
か
け
に
テ
レ
ビ
番

組
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
の
空
撮
動
画
が
約
五

分
間
も
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
閉
塞
感
を
わ
ず
か
な
が
ら
払
拭
で
き
た
実
例
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
チ
ー
ム
西
ノ
島
の
支
え
愛
、
観
光
定
住
課
が
団
結
し
、

細
か
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
た
結
果
で
あ
る
が
、「
チ
ー
ム
」「
ス

ピ
ー
ド
」
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

弁
当
購
入
デ
ー
で
飲
食
店
を
支
援

　

こ
の
ほ
か
「
支
え
愛
」
と
し
て
、
西
ノ
島
町
職
員
組
合
の
発
案
で
、

地
元
店
舗
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。
こ
れ
は
、

五
月
～
七
月
の
期
間
限
定
で
、
毎
週
金
曜
日
を
「
弁
当
購
入
デ
ー
」

と
設
定
し
、
地
元
の
飲
食
店
で
弁
当
を
購
入
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

こ
の
地
域
を
支
え
る
提
案
に
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
・
管
理
職

も
賛
同
し
、
全
員
参
加
と
な
っ
た
。

　

事
前
に
弁
当
の
購
入
希
望
を
と
り
ま
と
め
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
る
一
二
店
舗
へ
注
文
し
、
当
日
一
個
八
〇
〇
円
の
弁
当
を
配

達
し
て
も
ら
う
流
れ
で
、
役
場
職
員
の
ほ
か
に
隠お

岐き

島ど
う
ぜ
ん前

病
院
の
職

員
も
参
加
。
二
カ
月
間
で
約
一
〇
〇
万
円
の
売
上
に
つ
な
が
っ
た
。

事
業
者
か
ら
は
、「
売
上
が
落
ち
こ
ん
で
い
る
の
で
助
か
る
。
本
当

に
嬉
し
い
」
と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。
購
入
す
る
職
員
は
「
次
回
は

ど
こ
の
、
ど
ん
な
弁
当
か
な
」
と
、
金
曜
日
が
楽
し
み
と
な
っ
た
。

縁
を
活
か
し
て
協
力
し
合
う
仲
間
た
ち

　

本
町
で
は
、
毎
年
一
月
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ

と
祭
り
東
京
」
の
「
魅
力
発
見
！　

全
国
ご
当
地
マ
ラ
ソ
ン
」と
い

う
コ
ー
ナ
ー
で
、「
西
ノ
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ

て
い
る
。
今
年
、
同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
ご
当
地
マ
ラ
ソ
ン
を
紹
介
し
て

い
た
の
が
山
形
県
寒さ

河が

江え

市
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
両
市
町
と

も
に
今
年
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
は
見
送
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
の

縁
を
活
か
し
て
互
い
の
特
産
品
を
購
入
し
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

六
月
下
旬
に
町
役
場
や
病
院
職
員
な
ど
が
、
寒
河
江
の
特
産
品
で

あ
る
さ
く
ら
ん
ぼ
「
佐
藤
錦
」
を
八
一
キ
ロ
購
入
、
普
段
は
口
に
す

る
機
会
の
な
い
採
れ
た
て
佐
藤
錦
の
味
を
楽
し
ん
だ
。
秋
に
は
、
西

ノ
島
の
特
産
品
で
あ
る
「
隠
岐
の
い
わ
が
き
」
を
、
寒
河
江
市
内
の

ホ
テ
ル
が
購
入
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
活
用
し
て
く
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
特
産
品
交
流
が
山
形
の
地
元
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
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れ
る
な
ど
、
山
形
県
民
へ
の
西

ノ
島
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
本
町
の
観
光
大
使

で
も
あ
る
谷
川
真
理
さ
ん
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
花は
な
ま
す増

顕あ
き
らさ

ん
が

代
表
理
事
を
務
め
る（
一
社
）

日
本
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
協
会

が
、「
隠
岐
の
い
わ
が
き
旨
さ

の
衝
撃
」
と
い
う
売
り
込
み
作

戦
を
都
市
部
の
関
係
店
舗
で
展

開
し
て
く
れ
た
。

　

ま
た
「
に
っ
ぽ
ん
Ａ
級
（
永

久
）グ
ル
メ
の
ま
ち
連
合
」で
は
、

外
出
自
粛
中
に
家
庭
内
で
グ
ル
メ
旅
の
気
分
を
味
わ
え
る
よ
う
、
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
（https://a-gourm

et.jp/shop

）
を
前
倒
し
で

開
設
し
た
。
こ
の
連
合
の
仲
間
で
あ
る
島
根
県
邑
南
町
の
「
里
山
イ

タ
リ
ア
ン 

Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
の
佐
藤
聡
社
長
が
、
最
大
サ
イ
ズ

の
「
隠
岐
の
い
わ
が
き
」
を
購
入
し
て
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
く
れ
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
「
支
え
愛
」
の
実
例
が

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
は
、
不
幸
中
の
幸
い
で
、

非
常
に
う
れ
し
く
心
強
い
。

島
の
暮
ら
し
を
体
験
し
に
ぜ
ひ
西
ノ
島
へ

　

コ
ロ
ナ
は
、
未
だ
収
束
す
る
目
処
も
立
た
ず
不
安
は
続
く
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
感
染
防
止
に
努
め
な
が

ら
、
何
か
し
ら
動
い
て
い
か
な
い
と
経
済
循
環
は
で
き
な
い
。
幸
運

に
も
離
島
は
都
市
部
と
比
較
し
て
三
密
を
回
避
し
や
す
い
環
境
で
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
都
市
部
で
生
活
す
る
方
々
が
こ
の
点

に
気
づ
き
、
地
方
へ
の
移
住
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
人
口
問
題
の

解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

　

西
ノ
島
町
は
全
域
が
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
た
大
山
隠
岐
国
立
公
園
の
島
で
あ
る
。
小
さ
な
島
だ
か
ら
で
き
る

楽
し
み
も
多
く
、
特
に
海
遊
び
や
釣
り
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
。
町

内
に
は
、
ベ
ッ
ド
数
四
四
床
の
隠
岐
島
前
病
院
が
あ
り
、
移
住
の
た

め
の
支
援
制
度
や
子
育
て
支
援
制
度
も
充
実
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

二
〇
一
七
年
に
開
館
し
た
海
が
眺
め
ら
れ
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
建
つ
西
ノ
島
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
な
ど
、
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
集
い
の
場
も
あ
る
。
近
年
は
通
信
環
境
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　

海
に
囲
ま
れ
た
大
自
然
の
中

で
子
育
て
し
や
す
い
隠
岐
・
西

ノ
島
町
で
の
島
暮
ら
し
を
体
験

し
に
、
ま
ず
は
一
度
、
確
か
め

に
訪
れ
て
ほ
し
い
。
ご
相
談
は

西
ノ
島
町
観
光
定
住
課（
電
話
：

０
８
５
１
４

−

７

−

８
１
３
１
）
ま

で
。�

■

特産品交流は、山形の地元テレビのニュースで紹介さ
れ、筆者も電話出演した。

特集　島から考える日本・Ⅱ

福間章仁 （ふくま あきひと）

1967年、神戸市須磨区で生ま
れ 神戸で育つ。2002年4月に
家族4人（妻と5歳・3歳の兄弟）
で西ノ島町へ移住。Iターンの
先駆けとして離島暮らし19年
目。自身の経験から本音で移住
希望者に島暮らしを伝え、町の
公式フェイスブック「隠岐・西
ノ島いいね!」など、あらゆる手
段で観光PRも忘れない。本誌
への執筆は今回で4度目。


